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1. はじめに

　近年，ユビキタス社会やスマートライフの実現を目指
し，人間・社会・環境への安全・安心を実現するセンシン
グ技術やデバイス技術，情報ネットワーク技術などの研究
に注目が集まっている。また，高密度実装技術や微細加工
技術の進化にともない，電子機器は小型・軽量化が進み，
モバイル（持ち運べる）からウェアラブル（着用できる）
へと進化しつつある。ユビキタス社会やスマートライフを
考えると，医療機器やヘルスケア機器でさえ，モバイルや
ウェアラブル，さらには，インプランタブル（埋め込める）
へと進化するであろう。
　本稿では，人体周辺に着目したボディエリアネットワー
クの一例として，人体通信をとりあげ，技術の概要と，人
体に装着する電極設計，自動車システムへの人体通信の応
用について，電磁界解析技術を活用した検討例を紹介する。

2. ボディエリアネットワーク

　図 1は，生体内や生体表面から計測可能な生体情報の例
を示したものである。医療・ヘルスケア分野においては，
通信機能を備えた小型センサ端末を生体内や生体周囲に分
散配置し，ボディエリアネットワークと呼ばれる通信ネッ
トワークを形成して，ワイヤレスで生体情報の収集，解
析，管理を行うことが提案されている 1),2)。
　ボディエリアネットワークの通信方式としては，有線通
信，電波通信，光通信，音波通信などがあげられるが，こ
こでは，人体を介して微弱な電気信号を伝送する人体通信
に着目する。
　人体通信は，人体表面または人体周辺に配置されている
電子機器同士を接続するための通信技術であり，一般的な
電波通信のように放射電磁界を利用せず，人体自体を電気
信号の伝送媒体として利用するため，秘匿性に優れるなど
の特長があり，近年，注目を集めている 3)～7)。
　図 2は，人体通信の通信形態を示したものであり，人体

通信用の機器を身につけた一個人内での通信（図 2 (a)）や，
握手などによる人体通信用の機器を身につけた複数の人間
同士の通信（図 2 (b)），人体通信用の機器を身につけた人
間と他の機器との通信（図 2 (c)）が想定されている。これ
らの通信は，人体を介して，他の機器に触れる時に通信が
開始されるため「触れること」を通信のトリガとすること
が可能な通信であり，人間の行動を利用した優れたイン
ターフェースとしても注目されている。
　図 3は，人体通信の伝送特性を検討する通信システムで
あり，左右の電極に手のひらで触れることにより，左腕，
胴体，右腕を伝送経路とする電気信号伝送が行われる。電
極寸法は直径 10 mm，長さ 100 mm，電極間隔は 200 mmと
している。
　図 4は，図 3のシステムにおいて，左右の電極をネット
ワークアナライザに接続し，人間が左右の手で電極を握
り，左右の腕部および胴体を伝送経路とした場合の左右の
電極間の伝送特性（実線）を示したものである。また，同
図には比較のために，空間伝搬（手のひらで電極に触れて
いない場合）の伝送特性（破線）および空間伝搬に対する
人体通信の通信効率，すなわち人体通信特性と空間伝搬特
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図 1.　生体内や生体表面から計測可能な生体情報


